

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































坂井 誠亮氏 は，生活 科におけ る 匚知的 な気づ き」
の育成 に焦点 を あてで い る。 現状 の生活 科授業 の
問題点 として， ①連続 した体 験 の欠 如②学 習 の深
ま りのな さ③評 価 の観点 や規 準 の不 明瞭 性とい う
三点 を指摘 し， これ らの問題点を 改善す るために，
認識 すべ き内容を 意識 した体 験の必 要性 と自己 内
対 話 や他者 と の対話 を繰 り返す こ との必 要 性を述
べてい る。生活科 の 匚知的な気づ き」 について は，
坂 井氏 は， 厂知 的 な認 識」 が 現 れる過 程 であ る と
述 べて いる。 こ の知 的な認 識が 現 れる過程 に， 岩
田氏 の主 張す る社会認 識 内容 に関す る 厂Ａ ならば
Ｂである」とい う仮言 命題 の整理を適用 している。
単元 目 標にか か わる 匚Ａ ならば Ｂであ る」 という
の は， 説 明的 知識 で あ る。「‾知 的 な気 づ き」 を 大
切 にし た生 活科 の授業 は，体 験を認 識 へとつ なぐ
情 報加 工を 重 視す る こ とや， 体 験→ 文 章化（自 己
内対 話 ）→ 対話（他 者 と の対 話 ）→ 矛 盾 の発見 → 体
験 とい うプ ロ セスを経 て，客 観的理 性的思 考が 育
つ ことか ら生 活科 の評 価 の観点 を見 直し， 関心 ・
意欲， 態度， 思考， 表 現， 気づ きという各 観点 ご
と の具 体的 な評 価のパ タ ーンを 示 してい る点 な ど
意義深 いＯ
關浩 和 は， 生活 科を これまで の社 会科 や理科 な
ど の教 科 とは違 う位置づ けを示 してい る。
方法 的能力 と は，身 近 な自然 的 ・社 会的 ・文化
的事象 に働 きか け， 自分 と のか か わりを問 う中で
培 われる 厂生 活を科学 す る」 ごく初歩 的 な力 であ
り， 問 題解決 的 な方 法を構 成す るよ うな諸能力 で
あり，広 島大学 附属小 学校 が提 唱して い る生活 科
にお ける中 核的 な能力 で あ る几 これ は， 従来 の
社 会科 的内容 と理科 的内容， さ らに は生 活指導 的
内容 とを一 つ の知識 体系 として取 り扱 う ので はな
く， 共通 の科学 的方 法 のレベルで 統一化 を図 り，
教科 課程 編成 の原 理を 匚内容 の系 統性」 か ら 匚方
法 の系統 性」 へと転換 を図 る ものであ る。 この方
法 的能力育 成 の主 張 は， これまで の生活抖 研究 と
はまっ たく違 った方向 性を示 して いる もので もあ
る。 こ の方 法的 能力 は， 表 川こ示 す通 り，11 項 目



























































































































































































































































































































































表 ２ 大単元「ランドマークを見つけよう」（全70 時間）の概要
大単元「ランドマークを見つけよう」の目標
○　事象にかかわる諸情 報を集めたり比較・分類し，相違点や共通点を明確 にしながら，見や すくま とめたり，図表 の書き方
・描き方を自分なりに工夫したりするこ とができるo








単元１　　 がっこう　たん けん　　　　　 （21時間） 学校探検：学校のゾーン・プランニングの視点
















第２次　がっこ うのひみつ　　　　　　　　　　　 巾 ）
○　学校探検（教室配置図）
校内オリエンテーリング
第 ３次　こんながっこ うだったらいいな‥‥ ‥‥‥（６）











































スーパーマー ケツトのひ みつ　　　　　 （２）
○　町探検（購買活 動の多様化に伴う店形態の分類）
第３次　こんな町があったらいい な‥‥‥‥‥‥‥（３）
○　理想 の町設 計（ランドマ ークカ ードや新 聞広告を
活用しての町のプランニング）
単元４　　 のりも のにの つて　　　　　　 （14時間） 乗り物の分類：いろいろな乗り物の分類視点
認識内容 近隣社会 仲 心部都㈲ ，公共施設(公共


















単元５　　０００ のランドマーク　　　　 （10時間） ○○○のランドマーク：ランドマーク見っ けの視点
認識内容 地域社会，学校生活(友だち，クラス)，
仲間，自己成長( 自分 と集団のかかわり) １　町のランドマーク
①パス‥‥‥‥‥‥‥ 道路・街路・鉄道など






３　自分，友だち，家族， クラ ス，学校のランドマー ク
第１次　町のランドマークを見つけよう‥‥‥‥‥（４）
○　ランドマー ク見つけ
（建物・公共施設・娯楽施設・主要道路など）
第２次　友 だちや自分のいい ところ‥‥‥‥‥‥‥（２）
○　○○○のランドマーク見つ け
（自分・友だ ち・家族・クラス・学校）
第３次　こ んな自分だったらいいな‥‥‥‥‥‥‥（４）
○　成長 した自分見つけ
（自己成長 の認識：自分のよさや可能性）
一19 －
づけていくネットワ
クーづくりの学習にしていく
ことが必要である
。そのためには，生活科が，他
教科を結びっけネットワークの役割を果たしな
がら
，学んだことを自分の生活に活かす視点が大
切である
。そのためには，子どもの匚知恵」を働
かせる場面を組み入れる必要かおる
。
また
，生活科を意義ある教科として存続させて
いくためにも
，子どもに匚学ぶ喜び」と自己の成
長が実感できる授業にすべきである
。学ぶ喜びと
は
，①知らないものを知る喜び②自分で創意工夫
する喜び③わかるようになった喜び④できるよう
になった喜びなど
。生活科を通して，新たな自分
の発見や
，自分に自信をもてたり，自己効力感や
有能感
，何より自分の可能性を信じられるように
なることが重要である
。よき生活者になるための
基盤教科に位置づけること
，それが教育課程にお
ける生活科の存在意義である。
【註】
1）社会系教科教育学会のホームページを参照された
い。http://ｗｗｗ.hyogo-u,ac.jp/hiroseki/subl.html
2）社会系教科教育学会研究発表大会で
，発表題目に
関しては，次のアドレスを参照されたい。
http://ｗｗｗ.hyogo-u.ac.jp/hiroseki/sub8.html
3）岩田一彦叩生活科』における社会認識形成の理論」
『社会系教科教育学研究』第２号, 1990年。
4）峯岸由治厂社会認識の育成における社会科と生活科の関連－『生まれたころのぼく・わたし』を手が
がりに
」ー『社会系教科教育学研究』第２号, 1990年。
5）峯岸由治「社会認識の形成と生活科一小工生活科
授業実践『みそしるぱあてい』を手がかりにー」『社会系教科教育学研究』第16号, 2004年。
6）中野照雄匚社会認識を踏まえた生活科授業の内容構成一『歴教協』低学年社会科実践の変遷を手がか
りに
」ー『社会系教科教育学研究』第６号, 1994年。
7）伊藤裕康「‾生活科が地理教育の変革に示唆するも
の一社会認識教育の体系化をめざしてー」『社会系教科教育学研究』第９号, 1997年。
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学年社会科授業実践における学習指導方法論
一生活
科における学習指導方法論の活用をめざしてー」『社会系教科教育学研究』創刊号, 1989年。
－20－
9）赤木直行「生活科における遊びと認識形成」『社会系教科教育学研究』第３号, 1991年。
10）原堅厂子どもの意識の連続性を基本原理とした生活科授業の改善一生活科研究推進校の授業実践を手
がかりにしてー」『社会系教科教育学研究』第４号，
1992年。
11）馬野範雄「『子ども文化』の創造における活動の構成方法一第２学年生活科『秋を楽しもう』の実践を
通して
」ー『社会系教科教育学研究』第５号, 1993年。
12）堤豊「子どもが成就感を味わう生活科学習一第２
学年単
元『ミニ星野川をつくろう』の実践を中心にー」
『社会系教科教育学研究』第５号, 1993年。
13）坂井誠亮匚知的な認識形成をめざす生活科の授業設計－『知的な気付き』を深める学習過程と指導に
生かす評価」『社会系教科教育学研究』第17号, 2005
年。
14）關浩和厂方法的能力を育成する生活科の授業構成
」
『社会系教科教育学研究』第８号, 1996年。
15）方法的能力に関しては
，次の文献を参照されたい。
広島大学附属小学校生活科教育研究会「‾方法的能力
を培う生活科の授業
」学校教育研究会, 1992年。
16）ゾ
ニーングとは，一種のクルーピンクであり，厂連
続して一見，見分けのっかない複雑な状況を人為的
な方法で区別し
，できるだけの秩序づけをすること」
である
。ゾーニングに関しては，主に次の文献を参
考にした
。建築術編集委員会編『建築術３平面で考
える』彰国社, 1974年。を参照されたい。
17）シンボリックに見るというのは
，シンボリック相
互作用論に依拠している
。シンボリック相互作用論
に関しては，主に次の文献を参考にした。
・後藤将之訳『シンボリック相互作用論』勁草書房，
1991年。
18）視点取得に関しては
，次の文献を参照されたい。
・高橋恵子・波多野誼余夫『生涯発達の心理学』岩
波新書, 1990年。
・内藤俊史『子ども・社会・文化一道徳的な心の発
達－』サイエンス社, 1991年。
・日本道徳性心理学研究会（編）『道徳性心理学一道
徳教育のための心理学－』北大路書房, 1992年Ｏ
